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Socioeconomic Differences in Academic Achievement Effect on 







Using data from the Japanese Life Course Panel Survey (JLPS), this paper investigated the relationship 
between academic achievement, socioeconomic background and access to university in Japan. While the 
university entrance rate has drastically risen since 1990s, socioeconomic disparity in access to university has not 
necessarily decreased. On the other hand, the effect of academic achievement on access to university has 
significantly decreased during the same period. More detailed analysis revealed, however, the decline of 
academic achievement effect on whether to go on to university was found only for those with lower 
socioeconomic background. As a consequence, socioeconomic differences in the effect of academic achievement 










どまっていた大学合格率（志願者のうち進学した者の割合）が近年では 90%を超えている（矢野 2011）。 
学力の階層差の大きさを一定とした場合、学力と教育達成の結びつきが弱まることによって、教育


















（文部科学省）をもとに大学進学率の推移を示した図 1 から見てとれるように、大学進学率は 1990






図 1. 大学進学率の推移（1954年～2009年） 
出典：「学校基本調査」（文部科学省）をもとに筆者作成。 
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なお、1990 年～2009 年の 20 年間で男子の大学進学率は約 20 ポイント上昇したが、女子の進学率
はそれを上回るペースで上昇している（約 30ポイントの増加）。その結果として大学進学率の男女差












試による入学者である。これが「ランク 2」では約 63%、「ランク 3」では約 48%となり、入学難易度
























Life Course Panel Survey：JLPS）」の一環として実施している若年パネル調査（JLPS-Y）のデータを用
いて分析を行う。JLPS-Yは 2006年 12月時点で 20歳～34歳の男女を対象として実施されている。標
本抽出は日本全国に居住する上記年齢層の男女から層化 2段無作為抽出法によって行われた。本稿で










































表 1. 分析に用いる変数の基本統計量 
  平均値 標準偏差 最小値 最大値 
大学進学 44.9% ―― 0 1 
男性 49.4% ―― 0 1 
出生コーホート     
 1972-76年生 40.8% ―― 0 1 
 1977-81年生 30.4% ―― 0 1 
 1982-86年生 28.9% ―― 0 1 
15歳時父職     
 上層ノンマニュアル 21.5% ―― 0 1 
 下層ノンマニュアル 34.7% ―― 0 1 
 マニュアル 43.8% ―― 0 1 
父高等教育 34.2% ―― 0 1 
母高等教育 23.2% ―― 0 1 





まず、JLPS-Y のデータをもとに 1990 年代以降の大学進学機会の動向を改めて確認しておく。図 2
は中学 3年時成績を「成績高」（「上の方」＋「やや上の方」）、「成績中」（「真ん中くらい」）、「成績低」
（「やや下の方」＋「下の方」）の 3段階に区分した上で大学進学者の比率（の変化）を比較したもの






次に、中学 3年時成績による相対的な進学機会格差について検討する。もっとも年長の 1972-76 年
生ともっとも若い 1982-86年生のコーホートを比較した場合、「成績高」における大学進学者の比率が











   








1972-76 年生と 1977-81 年生の間では上層ノンマニュアルや下層ノンマニュアルの出身者において
進学率が上昇し、マニュアル層の出身者では進学率がほとんど変化していない。そのため、図 5に示
図 2. 大学進学者の割合（中学 3年時成績別） 図 3. 大学進学機会の格差（対数オッズ比） 
（注：基準カテゴリは「成績中」） 










   
















モデル 2 では 15 歳時父職および中学 3 年時成績と出生コーホートとの交互作用項を追加し、大学
進学行動に対する出身階層や中学 3年時成績の効果がどのように変化してきたかを検討している。推
定結果を見ると、15歳時父職と出生コーホートの交互作用項はいずれも統計的に有意でなく、大学進
図 4. 大学進学者の割合（15歳時父職別） 
（注：図中の「NM」はノンマニュアルを表す） 
図 5. 大学進学機会の階層差（対数オッズ比） 
（注：基準カテゴリは「マニュアル」） 
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学機会の階層間格差は安定的に推移してきたことが見てとれる。他方、中学 3年時成績の効果の変化
に関しては、中学 3 年時成績×1982-86 年生の交互作用が有意な負の効果を示しており、若いコーホ
ートにおいて中学 3年時成績の効果が弱まったことを読み取ることができる。なお、出生コーホート
に関しては順序ダミー変数を用いているため、この結果は 1977-81 年生と比較して 1982-86 年生のコ
ーホートで中学 3年時成績の効果が弱まったことを意味している。 
 
表 2. 大学進学のロジスティック回帰分析 
  モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 









1982-86年生 0.268 * 0.483 * 0.257 * 0.496 * 
15歳時父職 
        
上層ノンマニュアル 0.821 *** 0.670 ** 0.930 *** 0.790 *** 
下層ノンマニュアル 0.437 *** 0.386 * 0.544 *** 0.504 ** 
父高等教育 0.828 *** 0.830 *** 0.828 *** 0.829 *** 
母高等教育 0.643 *** 0.656 *** 0.648 *** 0.662 *** 
中学 3年時成績 0.867 *** 0.988 *** 1.031 *** 1.134 *** 

























1982-86年生×上層NM ――  －0.052  ――  －0.096  
1982-86年生×下層NM ――  －0.337  ――  －0.358  




－0.297 * －0.280 * 




－0.255 * －0.239 * 
定数項 －1.996 *** －2.004 *** －2.068 *** －2.069 *** 
N 2,530 2,530 2,530 2,530 
McFadden’s R2 0.248 0.251 0.250 0.253 
-2loglikelihood 2619.307 2608.388 2611.251 2601.365 





係数は 0.988 であり、これは基準カテゴリである 1972-76 年生のコーホートにおける中学 3 年時成績
の効果を表す。そして、1977-81 年生のコーホートにおける中学 3 年時成績の効果は 0.927（＝0.988
－0.061）、1982-86年生のコーホートにおける中学 3年時成績の効果は 0.683（＝0.927－0.244）となる。
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表 3. 大学進学のロジスティック回帰分析（15歳時父職別） 
  上層 NM 下層 NM マニュアル 







1982-86年生 0.312  0.184  0.557 ** 
父高等教育 0.792 ** 0.633 *** 1.235 *** 
母高等教育 0.951 *** 0.489 * 0.604 * 
中学 3年時成績 0.696 *** 0.888 *** 1.252 *** 






1982-86年生×中 3時成績 0.001  －0.211  －0.424 * 
定数項 －1.167 *** －1.585 *** －2.168 *** 
N 543 879 1,108 
McFadden’s R2 0.203 0.186 0.246 
-2loglikelihood 555.025 992.199 1036.624 
*** p<0.001 ** p<0.01  * p<0.05 
注：表中の数値は対数オッズ比。「NM」はノンマニュアルを表す。 
 










た分析においても 1977-81年生×中学 3年時成績の交互作用効果は有意でなく、1982-86年生×中学 3
年時成績の交互作用効果だけが有意になっている。この結果から、大学進学に対する中学 3年時成績





わらず中学 3年時成績が大学進学の決定要因として同程度の効果をもつようになっている（図 6）。 
 
 


















このような変化の背後に存在する要因の 1 つとして指摘できるのは 1990 年代以降の高卒就職市場
の厳しい状況（本田 2005; 小杉 2010）であり、「大学は無業という暗い現実からの最終避難所となり
つつある」（宮本 2002: 155）という指摘もなされている。実際、近年では〈就職できないから大学へ
































(2) 対数オッズ比は 2つのカテゴリ間でまったく差がない場合に 0の値をとる。また、2つのカテゴリ
間に差がある場合は、対数オッズ比の絶対値が大きいほどカテゴリ間の差は大きいと解釈することが
できる。 
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